
　次
つぎ

の「ところ」は、「とき」というだけではなく、もっと広
ひろ

く「そ

のような状
じょう
況
きょう
において」という意

い
味
み
合
あ
いを表

あらわ
していると考

かんが
えら

れます。（10）は、実
じっ
際
さい
には起

お
こっていない反

はん
事
じ
実
じつ
の事

こと
柄
がら
を表

あらわ

していますが、ぶつかる寸
すん
前
ぜん
の状

じょう
況
きょう
にあったということを表

あらわ
し

ています。

（10）もうちょっとでぶつかるところだった。

（11）～（15）では、「～ところで」「～ところに」「～ところを」

や、「～ところ」「～ところが」が文
ぶん
中
ちゅう
で用

もち
いられて、後

うし
ろに続

つづ

く文
ぶん
にかかっていきます。

（11）最
さい

後
ご

の一
いち

行
ぎょう

を書
か

いたところで、気
き

を失
うしな

った。

（12）出
で

かけようとしたところに、客
きゃく

がやってきた。

（13）地
じ

震
しん

がおさまったところを、津
つ

波
なみ

が襲
おそ

った。

（14）電
でん

話
わ

で問
と

い合
あ

わせたところ、締
し

め切
き

りは来
らい

週
しゅう

までという

　　  ことがわかった。

（15）電
でん

話
わ

で問
と

い合
あ

わせたところが、締
し

め切
き

りはきのうまで

　　  だった。

　（11）～（13）の「～ところで」「～ところに」「～ところを」

に共
きょう
通
つう
していることは、ある状

じょう
況
きょう
の進

しん
展
てん
を止

と
めたり、一

いち
時
じ
的
てき
に

中
ちゅう
止
し
させたりする形

かたち
で、後

うし
ろに続

つづ
く事

じ
態
たい
や変

へん
化
か
が起

お
こることを

表
あらわ
している点

てん
です。

　（14）（15）の「～ところ」は「きっかけ・発
はっ
見
けん
」を表

あらわ
します。

（14）では「問
と
い合

あ
わせたという状

じょう
況
きょう
（きっかけ）のもとで」締

しめ

切
きり
日
び
がわかったという意

い
味
み
合
あ
いになりますが、（15）の「～と

ころが」は、「ところ」に逆
ぎゃく
接
せつ
の「が」が付

つ
いて、「せっかく問

と

い合
あ
わせたのに」きのう締

し
め切

き
りだったという、前

ぜん
文
ぶん
で期

き
待
たい
し

ていたことと異
こと
なる結

けっ
果
か
になったことを表

あらわ
します。

以
い
上
じょう
、（4）から（15）まで、いろいろの「ところ」について見

み

てきましたが、こうして見
み
てくると、もともとは場

ば
所
しょ
や位

い
置
ち
の

ように、空
くう
間
かん
的
てき
な広

ひろ
がりを表

あらわ
す「ところ」が、時

じ
間
かん
的
てき
、抽

ちゅう
象
しょう
的
てき

な状
じょう
況
きょう
にまで広

ひろ
がりを見

み
せていったと考

かんが
えることができるでし

ょう。

次
つぎ
のセクションでは、今

いま
までに挙

あ
げた用

よう
法
ほう
のいくつかについ

て、もう少
すこ
し詳

くわ
しく見

み
ていきます。

１）～ところで、～ところに、～ところを

「～ところで」「～ところに」「～ところを」の例
れい
をもう少

すこ
し加

くわ

えます。

日
に

本
ほん

語
ご

を読
よ

んだり聞
き

いたりしていると、「こと」や「もの」、「と

ころ」などという語
ご

によく出
で

会
あ

うことがあります。これらの語
ご

は名
めい

詞
し

ですが、「会
かい

社
しゃ

」や「カメラ」などのように実
じっ

質
しつ

的
てき

な意
い

味
み

を持
も

たず、文
ぶん

の中
なか

でいろいろな文
ぶん

法
ぽう

的
てき

役
やく

割
わり

を果
は

たします。この

ような名
めい

詞
し

を形
けい

式
しき

名
めい

詞
し

（formal noun）と呼
よ

びます。次
つぎ

の例
れい

文
ぶん

で「こと」や「もの」、「ところ」を探
さが

してください。

（1）今
いま

あの事
じ

件
けん

のことを調
しら

べているところだ。

（2）あんなことがよくできるものだ。

（3）今
き ょ う

日習
なら

ったところをよく復
ふく

習
しゅう

しておくこと。

「こと」や「もの」、「ところ」がいろいろな使
つか

われ方
かた

をしていま

すね。

　「文
ぶん

法
ぽう

を楽
たの

しく」では今
こん

回
かい

からしばらく、これらの形
けい

式
しき

名
めい

詞
し

のいろいろな役
やく

割
わり

について考
かんが

えます。今
こん

回
かい

と次
じ

回
かい

は「ところ」

を、そして、順
じゅん

次
じ

「こと」「もの」「わけ」などについて取
と

り上
あ

げます。

　次
つぎ

の（4）（5）に出
で

てくる「ところ」はどんな意
い

味
み

を持
も

ってい

るでしょうか。

（4）この書
しょ

類
るい

におところとお名
な

前
まえ

をお書
か

きください。

（5）今
いま

までどんなところを旅
りょ

行
こう

しましたか。

　（4）は住
じゅう
所
しょ
、（5）は場

ば
所
しょ
を指

さ
し、両

りょう
方
ほう
とも具

ぐ
体
たい
的
てき
な位

い
置
ち
や場

ば

所
しょ
を示

しめ
していますね。

　しかし、次
つぎ
の「ところ」は、場

ば
所
しょ
を指

さ
していますが、指

さ
すも

のはやや漠
ばく
然
ぜん
としています。

（6）先
せん

生
せい

、3 行
ぎょう

目
め

のところがよくわかりません。

（7）A：どこがかゆいの。

　　B：�右
みぎ

肩
かた

上
うえ

のところ。

（8）今
いま
のところ余

よ
震
しん
はおさまっています。

（9）今
いま
食
しょく
事
じ
を済

す
ませたところだ。

　

　（6）の「ところ」は、今
いま
勉
べん
強
きょう
している、または、読

よ
んでいる

（本
ほん
の）ページの3行

ぎょう
目
め
の一

いち
部
ぶ
分
ぶん
を指

さ
し、また、（7）は、肩

かた
の上

うえ

のおおよその場
ば
所
しょ
、部

ぶ
分
ぶん
を表

あらわ
しています。

　次
つぎ
の（8）（9）の「ところ」は、場

ば
所
しょ
というより「とき」を表

あらわ

していると言
い
えます。

　（8）の「今
いま

のところ」は「今
いま

は」と置
お

き換
か

えることができます

が、「今
いま

のところ」と表
あらわ

すことで、今
いま

という時
じ

間
かん

に少
すこ

し幅
はば

を持
も

た

せています。（9）は「動
どう

詞
し

＋ところだ」の形
かたち

で、開
かい

始
し

直
ちょく

前
ぜん

の行
こう

為
い

（今
いま

からシャワーを浴
あ

びるところだ）、現
げん

在
ざい

進
しん

行
こう

中
ちゅう

の行
こう

為
い

（今
いま

シ

ャワーを浴
あ

びているところだ）、終
しゅう

了
りょう

直
ちょく

後
ご

の行
こう

為
い
（今

いま
シャワー

を浴
あ

びたところだ）であることを表
あらわ

します。

文
ぶん

法
ぽう

を楽
たの

しく‼ 「ところ」（1）
は

が
ほど

くらい
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（16）マラソンランナーはゴールに到
とう

着
ちゃく

したところで、 倒
たお

れて

　　  しまった。

（17）林
はやし

さんに電
でん

話
わ

をかけようとしたところに、その林
はやし

さんか

　　  ら電
でん

話
わ

がかかってきた。

（18）夜
よ

道
みち

を歩
ある

いていたところを、誰
だれ

かに頭
あたま

を殴
なぐ

られた。

　皆
みな
さんは（11）～（13）、そして、（16）～（18）を見

み
て、「～

ところで」「～ところに」「～ところを」の意
い
味
み
用
よう
法
ほう
の違

ちが
いがわ

かりますか。

　いずれも「ところ」は共
きょう
通
つう
で、その後

うし
ろの助

じょ
詞
し
「で」「に」「を」

が異
こと
なりますね。そこに違

ちが
いの鍵

かぎ
が隠

かく
されているのかもしれま

せん。

　ちょっと横
よこ
道
みち
にそれますが、皆

みな
さんは次

つぎ
のような俳

はい
句
く
のこと

を聞
き
いたことがありますか。a～cは江

え
戸
ど
時
じ
代
だい
の詠

よ
み人

びと
知
し
らず

（作
さく
者
しゃ
不
ふ
明
めい
）の俳

はい
句
く
を少

すこ
し変

か
えたものですが、後

こう
世
せい
、助

じょ
詞
し
の違

ちが
い

を説
せつ
明
めい
する時

とき
によく用

もち
いられています。

a . 米
こめ

洗
あら

う　前
まえ

に蛍
ほたる

が　ふたつみつ

b . 米
こめ

洗
あら

う　前
まえ

で蛍
ほたる

が　ふたつみつ

c . 米
こめ

洗
あら

う　前
まえ

を蛍
ほたる

が　ふたつみつ

この俳
はい
句
く
は、夕

ゆう
方
がた
、外

そと
で夕

ゆう
飯
はん
の支

し
度
たく
のためにお米

こめ
を洗

あら
って

いる時
とき
の情

じょう
景
けい
を描

えが
いたものです。（蛍

ほたる
は腹

ふく
部
ぶ
が発

はっ
光
こう
する小

ちい
さな

虫
むし
で、夕

ゆう
方
がた
や夜

よる
に美

うつく
しく輝

かがや
きます。最

さい
近
きん
日
に
本
ほん
では、都

と
市
し
化
か
や工

こう

業
ぎょう
化
か
のために、蛍

ほたる
の輝

かがや
く光

こう
景
けい
はだんだん見

み
られなくなっていま

す。）

【問
もん
題
だい
１】俳

はい
句
く
a～cを読

よ
んで、どのような違

ちが
いを感

かん
じますか。

下
した
の①～④から選

えら
んでください。

　①米
こめ

を洗
あら

っている目
め

の前
まえ

に蛍
ほたる

が飛
と

んできた。

　②米
こめ

を洗
あら

っている目
め

の前
まえ

に蛍
ほたる

が止
と

まっている。

　③米
こめ

を洗
あら

っている目
め

の前
まえ

で蛍
ほたる

が飛
と

び回
まわ

っている／動
うご

いている。

　④米
こめ

を洗
あら

っている前
まえ

を蛍
ほたる

が通
とお

り過
す

ぎていった。

　　　a ‐（　　　）　b ‐（　　　）　c ‐（　　　）

【問
もん
題
だい
2】俳

はい
句
く
a～cで、蛍

ほたる
に一

いち
番
ばん
動
うご
きのあるのはどれでしょうか。

　　　（　　　）

わかりましたか。答
こた

えは次
つぎ

のとおりです。

【答
こた

え】問
もん

題
だい

１：a‐①②　b‐③　c‐④　　　問
もん

題
だい

２：c

「（目
め

の前
まえ

）に」には二
ふた

つの意
い

味
み

があって、一
ひと

つは蛍
ほたる

が目
め

の前
まえ

に到
とう

着
ちゃく

したこと、もう一
ひと

つは蛍
ほたる

が目
め

の前
まえ

にいる（存
そん

在
ざい

している）

ことを表
あらわ

しています。「（目
め

の前
まえ

）で」は目
め

の前
まえ

の一
いっ

定
てい

の範
はん

囲
い

の

中
なか

で蛍
ほたる

が動
うご

いていることを表
あらわ

しています。「（目
め

の前
まえ

）を」は蛍
ほたる

が突
とつ

然
ぜん

、勢
いきお

いよく飛
と

んできて、目
め

の前
まえ

を横
よこ

切
ぎ

って行
い

ったことを

表
あらわ

します。「前
まえ

を」は横
よこ

切
ぎ

っていったことと同
どう

時
じ

に、米
こめ

を洗
あら

っ

ている状
じょう

況
きょう

に対
たい

して、突
とつ

然
ぜん

の動
うご

きがあったことを示
しめ

します。

では、助
じょ

詞
し
「に」「で」、そして「を」の違

ちが
いを頭

あたま
に入

い
れて、（11）

～（13）、（16）～（18）を考
かんが

えてください。

（11）は論
ろん

文
ぶん

か何
なに

かを書
か

いていて、最
さい

後
ご

の一
いち

行
ぎょう

を書
か

き終
お

わっ

たあと気
き

を失
うしな

った状
じょう

況
きょう

を、（16）は、マラソン選
せん

手
しゅ

が長
ちょう

距
きょ

離
り

を

走
はし

ってきて、ゴールに着
つ

いた時
とき

に倒
たお

れてしまった状
じょう

況
きょう

を表
あらわ

して

います。両
りょう

者
しゃ

の「ところで」は、「ところ」＋動
どう

作
さ

の場
ば

所
しょ

を表
あらわ

す

格
かく

助
じょ

詞
し

「で」の形
かたち

で、前
まえ

の動
どう

作
さ

や変
へん

化
か

に一
ひと

区
く

切
ぎ

りついた状
じょう

況
きょう

の

もとで、何
なに

かが起
お

こったり、何
なに

かを起
お

こしたりすることを表
あらわ

し

ています。「ところで」の前
まえ

には動
どう

詞
し

の「～た」の形
かたち

が来
き

て、後
うし

ろに続
つづ

く文
ぶん

では、事
じ

態
たい

の変
へん

化
か

や動
どう

作
さ

を表
あらわ

す表
ひょう

現
げん

（開
かい

始
し

する、終
お

わる、出
で

てくる、なる、変
か

わる、倒
たお

れる、など）が来
き

やすくな

ります。

（12）（17）は出
で

かけようとした時
とき

に、また、電
でん

話
わ

をかけよう

とした時
とき

に、客
きゃく

や電
でん

話
わ

が来
き

たことを表
あらわ

しています。両
りょう

者
しゃ

の「～

ところに」は「ところ」＋帰
き

着
ちゃく

点
てん

を表
あらわ

す格
かく

助
じょ

詞
し

「に」の形
かたち

で、ち

ょうどそういう状
じょう

況
きょう

の時
とき

に、誰
だれ

か（何
なに

か）が、やってくること

を表
あらわ

しています。「ところに」は「ところへ」に置
お

き換
か

えること

ができます。

（12）’　出
で

かけようとしたところへ、客
きゃく

がやってきた。

　「ところに」の前
まえ

には「～（しようと）している／していた」

の形
かたち

が来
く

ることが多
おお

いです。後
うし

ろに続
つづ

く文
ぶん

では、人
ひと

やものや事
じ

態
たい

が出
しゅつ

現
げん

する表
ひょう

現
げん

（来
く

る、やってくる、（電
でん

話
わ

が）かかってくる、

通
とお

りかかる、など）が来
き

やすくなります。

　（13）（18）は、地
じ

震
しん

がおさまった時
とき

、また夜
よ

道
みち

を歩
ある

いていた

時
とき

に、その動
どう

作
さ

や状
じょう

況
きょう

を突
とつ

然
ぜん

止
と

めたりさえぎったりする形
かたち

で、

次
つぎ

の事
じ

態
たい

（津
つ

波
なみ

が襲
おそ

う、誰
だれ

かに頭
あたま

を殴
なぐ

られる）起
お

こったことを

表
あらわ

しています。両
りょう

者
しゃ

の「ところを」は、「ところ」＋目
もく

的
てき

・通
つう

過
か

点
てん

を表
あらわ

す格
かく

助
じょ

詞
し

「を」の形
かたち

で、ちょうどそういう状
じょう

況
きょう

の時
とき

に、

直
ちょく

接
せつ

的
てき

な働
はたら

きかけを与
あた

えるような動
どう

作
さ

・事
じ

態
たい

が続
つづ

くことを表
あらわ

し

ています。「～ところを」の後
うし

ろに続
つづ

く文
ぶん

では、「襲
おそ

う」「殴
なぐ

る」

「呼
よ

び止
と

める」「助
たす

ける」などの直
ちょく

接
せつ

的
てき

な働
はたら

きかけをする動
どう

詞
し

や、

その受
うけ

身
み

形
けい

（「襲
おそ

われる」「助
たす

けられる」など）が使
つか

われること

が多
おお

いです。

　また、「～ところを」は、「見
み

る」「見
み

つかる」「見
み

られる」「見
み

つけられる」などとともに用
もち

いられることもあります。

（19）こっそりたばこを吸
す

っているところを、父
ちち

に見
み

つかった。

（20）泥
どろ

棒
ぼう

が窓
まど

から逃
に

げ出
だ

すところを、その子
こ

供
ども

は見
み

ていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次
じ

回
かい

に続
つづ

く）

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：市

いち
川
かわ
保
やす
子
こ
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター客

きゃく
員
いん
講
こう
師
し
）

このコーナーについてご感
かん
想
そう
やご質

しつ
問
もん
があれば送

おく
ってください。

2011 年 6 月


